
　大阪府では、2012 〜 2013 年度にかけて大阪府レッ
ドリストの改訂版を選定することになった。この改訂
版では、初版（2000 年度選定）では見送られた海岸
生物のレッドリストを新規に選定することとなり、著
者らはその部会委員として作業に関わった。大阪府は
大阪市西淀川区の中島川河口から泉南郡岬町の明神崎
まで、多様な海岸線環境を擁している。なかでもかつ
て大きな割合を占めていたのは砂浜である。高度経済
成長期以降、これらは埋め立てや河川からの土砂供給
の減少などで著しく減少し、残された場所も依然とし
て開発の危機にさらされている。また、河口部には干
潟が形成されていたが、これらも同様の理由でその面
積・規模が減耗しつつある。このような状況をふまえ
て、今回の新規選定では汽水域・砂浜域の潮上帯〜潮
間帯性動物・植物を対象とすることにした。
　大阪府の特徴的な海岸線環境としては、岬町の岩礁

海岸（長松・小島海岸）もある。潮間帯の生物相が非
常に豊富で、大阪府では数少ない自然海岸としても貴
重である。しかし、今回は岩礁性生物の選定は見送っ
た。これは、1) 環境省を含めて、全国的にみても岩
礁性生物のレッドリストを選定した例がほとんどな
く、参照に堪える選定基準が現状では極めて限られて
いる、2) 大阪府南部の岩礁は府条例で長松・小島自
然海浜保全地区に指定されており、生物の生息場所と
して一定程度保護下の状態にある、などの理由による。
ただし、今回のレッドリスト改訂版では希少な野生動
植物が生息する「生物多様性ホットスポット」の選定
も新たに行われ、長松・小島海岸は府下でも特に貴重
な環境であるとし、最上位の A ランク（全 55 ヶ所の
うち A：16 ヶ所、B：11 ヶ所、C：28 ヶ所）に選定
されている。
　今回の海岸生物レッドリスト選定作業では、大阪
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府下の汽水域・砂浜域の潮上帯〜潮間帯における過去
の生物記録を洗い出し、生物相のリストを作成するこ
とから始めた。ただし、昆虫類、クモ類、魚類、維管
束植物は各部会でレッドリスト選定が行われたことか
ら、この生物相リストの対象外とした。選定のための
予備資料ではあるが、大阪府域でのこのようなリスト
は今までに作成されたことがない。大阪府の海岸線の
環境を評価するうえで有用な基礎資料と考えられるこ
とから、今回印刷物として公表することにした。

生物相リストの作成方法
　まず、大阪府の汽水域・砂浜域として 23 のサイト
を選んだ（図 1）。次に、それぞれのサイトにおける
生物の出現記録を渉猟した。ただし、「泉佐野市・田
尻町・泉南市前浜」の記録はりんくうタウンの造成前

（1980 年代以前）である。参照記録は、1) 文献記録、2) 
標本記録、3) 著者らが行った調査、4) 信頼できる研
究者等からの情報提供、を基にした。リストでは、こ
れらの参照資料に通し番号を付し、各サイトでの出現
種の記録としてそれらの番号を示した（表 1）。
　生物相の記録として、前述のように大規模な沿岸開
発が行われる高度経済成長期以前の情報は重要であ
る。おおむね 1950 年代以前の記録については一括し
て別の列で示し、地点については参照資料リストに注
釈として示した。
　今回の生物相リストの作成過程では、環境省が行っ
た調査で非公開扱いの報告書も参照した。これらの記
録は本稿では削除し、参照資料リストにも報告書名は
載せていない。ただし、非公開報告書に見られる出現
種（またはタクサ）の中には大阪府域で唯一の記録も
ある。これらの種は和名の後に＊を付し、地点名を明
示せずにリストに残した。
　原則として種レベルで同定されていないものはリス
トから省いた。ただし、確定している上位タクサが今
回のリスト中で唯一の記録となるもの、未記載または
未同定であるが形態種として認識されているもの、希
少性、環境指標性などの点で注目すべき種群のもの、
などはリストに残している。これにより、リストアッ
プされた種は無脊椎動物で 571 種群、植物（藻類）で
57 種群となった。
　リスト作成では極力潮間帯以浅での出現記録に限る
よう努めた。これは汀線域がもっとも沿岸開発の影響
を受けやすいと考えられることに加えて、生態系とし
て大きく異なる沖合の生物相との分離を図るためであ
る。しかし、収録した記録によっては潮下帯での生息
の可能性が排除できないものもある。記録の採否の基
準については、残念ながら明確にできていない。厳密
な潮位区分ではなく、沿岸域という環境をゆるやかに
イメージした生物相であることを踏まえて頂き、疑問
点がある場合はそれぞれの参照資料を精査されたい。
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図1：大阪府の汽水域・砂浜域として選定した23サイトの位置。
Figure 1: Location of 23 sites selected on the estuarine and sandy beaches of Osaka Prefecture.
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